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全体的な内容としては申し分ありません。修正すべき点は，次の２点です。 
● 誤字を修正する。
● 文字数を意識しつつ表現を工夫する。
誤字の修正は１点だけです。
文字数の調整については，後述の通り，見た目の印象を向上させるために必要となります。
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おっしゃる通り，枠内のスペースに対して，文字数が多いため，「読み手の目に優しくない」という印象は否
めません。内容面や字の丁寧さ・きれいさは全く申し分ありません。 
したがって，内容は変えずに表現を工夫して文字数を削り，7～８行に収めることができれば万全です。 
以上を前提として，添削を行いました。 
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ご自分の中で進学先の大学がはっきりとしているのであれば，大学名（決まっているなら学部名も）は具体
的に記入すべきです。ただ，その際に注意すべきことがあります。 
それは，名前を出した以上，その大学や学部については，正確な情報に基づいた話をできるようにきちんと
調べておく必要があるということです。 
「よく知らないけど，とりあえず名前を挙げただけ」というのでは，かえって悪印象になります。 
志望する理由まで視野に深めて話せるようにしておければベストですが，最低でも，文科三類からの進学振
分け先の学部については知っておきましょう。 
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掘り下げることについては，まずは「面接官からの質問に対して答える」というスタンスが第一です。 
準備を入念にした受検者ほど，先取りして細かく話せるわけですが，ともすれば「問われていないことまで
話してしまう」という失敗に陥りがちです。 
ですから「掘り下げよう」と肩の力を入れ過ぎないでください。 
今回の自己 PRカードの内容は，詳しく書かれているので，読み手の印象に残りやすくなっています。 
それでも，面接官が掘り下げて尋ねたいと思う部分はあるので，後述する質問候補に沿って考えて見てくだ
さい。 
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以下は，伝えたい内容は変えずに，あるいは，より伝わりやすくなるような表現を用いつつ，文字数を削る
ための修正案です。 
元の表現でも全く問題ありませんが，「文字数を削るためにはこういう方法があるんだなあ」というつもりで
お読みください。 
したがって，もちろん，以下のすべてを採用する必要はありません。どうしてもこだわりたい表現があれば，
そちらを優先して頂いて構いません。 

	

0

1

以上が第１段落について。２行には収まらないとは思いますが，３行目が少ない分，余白ができます。
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以上が第２段落について。ここでおそらく１行分を減らせるので，合計９行で収まるはずです。 
第１・第２段落を一つにまとめてしまう，という方法もありです。上記の調整で，両段落ともかなり削れているので，改
行をなくすことでうまくすると合計２行を減らせるかもしれません。 

	

 

	

  

お気付きだと思いますが，元々は「高等学校卒業後の進路について」の末尾にあった内容です。 
「入学してから自分が取り組みたいと思うこと」に該当するので，こちらに移動してはいかがでしょうか？ 
（ 12 ）までの修正で，かなりスペースに余裕ができているので，問題ないかと思います。 
（多分２行は減らせているはずなので，ここで１行増えても，トータルで９行になるという計算です。） 

	

単に事実だけに留まる形ですが，これで１行に減らせるので，２段落以降は字数調整が不要となります。 
語順を入れ替えたのは「漢字検定準２級を１年時に」と形式を揃えるためです。 

	




